
⑴　春  夏  号 平成 25 年 6 月

〒675-1355
小野市新部町１丁通1320 番地

社会福祉法人 兵庫県社会福祉事業団

小野起生園・小野福祉工場

TEL：0794-66-4570 ㈹  FAX：0794-66-6156

平成 25 年 6 月 春  夏  号　⑷

「起工緑丘」とは小野起生園と小野福祉工場が、青野ヶ原台地で力を合わせ希望に向かって飛躍していく事をイメージしています。
タイトルの書は利用者の新井君子さんの作です。

　

平
成
16
年
に
小
野
福
祉
工
場
は
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
、
私

は
副
工
場
長
と
し
て
１
年
目
で
し
た
が
、
今
振
り
返
る
と
事
業
団
生
活

の
中
で
最
も
辛
い
、
厳
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当

時
の
工
場
長
は
野
村
総
研
が
出
し
た
福
祉
工
場
調
査
表
に
基
づ
き
再
建

に
向
け
、
こ
の
ま
ま
で
は
工
場
が
潰
れ
る
と
い
う
危
機
意
識
の
も
と
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
赴
任
し
た
時
は
人
員
整
理
も
済
み
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
い
新
た
な
職
の
開
拓
、
事
業
展
開
と
職
員
は
真
剣

に
現
実
を
見
つ
め
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
思
う
と
懐
か
し
く
も
あ
り

同
時
に
昔
日
の
感
が
有
り
ま
す
。
今
回
工
場
長
と
し
て
赴
任
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
旧
知
の
人
た
ち
も
い
て
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
７
年
間
知
的
障
害
者
支
援
施
設
に
い
る
と
こ
こ
小
野
福
祉
工
場

の
空
気
に
は
や
は
り
違
っ
た
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
起
生
園
も
障
害

者
支
援
施
設
と
言
う
枠
組
み
で
は
同
じ
括
り
に
な
り
ま
す
が
、
身
体
障

害
の
人
が
中
心
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
や
は
り
風
の
趣
が
若
干
違
い
緊

張
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
は
起
生
園
と
言
う
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
生
き
甲
斐
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
施
設
と
、
福
祉

工
場
と
い
う
や
り
甲
斐
の
場
を
提
供
す
る
二
つ
の
異
質
な
施
設
が
同
一

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
Ｂ
型
事
業
所
、

他
に
就
労
移
行
、
生
活
介
護
等
多
く
の
事
業
も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
度
か
ら
は
16
名
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
立
ち
上
が
り
ま
す
。

よ
り
快
適
で
利
便
性
が
あ
り
、
自
宅
に
近
い
環
境
を
整
え
る
と
言
う
こ

と
で
町
中
で
運
営
し
ま
す
。
先
日
の
講
演
で
滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
の

オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
企
業
再
建
者
で
も
あ
る
後
藤
昌
幸
さ
ん
が
、
私
は
サ

ン
ヨ
ー
の
後
藤
清
一
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
仰
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
福
祉
工
場
は
坂
井
兵
庫
県
知
事
、後
藤
三
洋
電
機
副
社
長
、

萬
代
東
明
起
生
の
会
代
表
の
３
巨
頭
の
話
し
合
い
で
設
立
さ
れ
た
、
歴

史
の
あ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
も
の
で
す
。
先
人
の

思
い
を
考
え
る
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
も
し
ま
す
。
時
間
が
過
ぎ
人
・

環
境
が
変
わ
っ
て
も
設
立
時
の
思
い
は
続
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

小
野
起
生
園
長
兼
小
野
福
祉
工
場
長　

軸
原  

博
文

転
入
者
の
ご
紹
介

転
入
者
の
ご
紹
介

新
転
地
で

 

ご
活
躍
く
だ
さ
い

新
転
地
で

 

ご
活
躍
く
だ
さ
い

編
集
後
記

編
集
後
記

写真掲載はご利用者のご了承を得ています

小野起生園
主任（支援員）前田さゆり

初心に戻り、ゼロからの
スタートの気分で頑張り
ます。
よろしくお願いします。

小野起生園
課長補佐（支援員） 谷本　泉

他の職員と協力しながら
皆様の支援をさせて頂こ
うと思っておりますので
宜しくお願い致します。

総務課長 後田　眞吾

起生園・福祉工場になく
てはならない存在になる
ことが目標です。よろし
くお願いします。

　

施
設
運
営
や
利
用
者
の
方
へ
の

支
援
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
3
名

の
方
が
転
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
っ
そ
う
ご
手
腕
を

発
揮
な
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

小
谷  

道
夫

　

小
野
起
生
園
・
小
野
福
祉
工
場

　

園
長
兼
工
場
長

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
体
育
協
会

監
事

大
西  

伯
典

　

小
野
起
生
園
総
務
課
長

兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団

事
務
局
総
務
部

　

次
長
兼
人
事
管
理
課
長

名
倉  

幾
子

　

小
野
起
生
園
支
援
課　

主
査

　

清
水
が
丘
学
園
治
療
課　

主
査

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、

心
待
ち
に
し
て
い
た
春
の
日
射
し
を

喜
ん
で
い
る
と
、
次
の
日
は
冬
の
よ

う
な
寒
さ
の
一
日
。
春
と
冬
を
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
夏
の

日
射
し
が
降
り
注
い
で
き
ま
し
た
。

毎
日
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
い
ま
す

と
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
季
節
は
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
小
野
起
生
園
は
新
し
い

事
業
、
施
設
運
営
に
取
り
組
む
べ
く

職
員
一
同
で
、
一
日
一
日
を
確
実
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
機
関
紙
も
年
に
2
度
の

発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
で

の
利
用
者
の
皆
様
の
様
子
や
施
設
行
事

な
ど
逐
一
の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お問い合わせは、小野福祉工場まで。
℡：0794-66-6561

名刺、広報誌、パンフレット等の印刷を承っております。



平成25年度小野起生園・小野福祉工場事業体系表
自律への新たな出発　～　自己改革への道筋

⑶　春  夏  号 平成 25 年 6 月 平成 25 年 6 月 春  夏  号　⑵

１．利用者本位のサービスの提供
⑴ 利用者本位で質の高いサービスの提供

ア　施設機能の充実

イ　利用者の人権と個人の尊厳に配慮したサービスの提供

ウ　利用者にとって安全で安心なサービスの提供

障害児者福祉サービスの充実 

サービス評価事業の実施

資格取得の促進

危機管理指針に基づくリスクマネジメント体制の確立

継

継

継

継

小野起生園

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

⑵ 障害者の自立支援と障害者雇用の推進

ア　障害者の自立支援の推進

イ　障害者雇用の推進

障害者職業能力開発支援事業の実施

就労移行支援事業の充実・強化

職場適応援助者（ジョブコーチ）支援事業の実施

就労継続支援Ｂ型事業の拡充～利用者工賃向上作戦～

小野福祉工場における事業の拡充   

継

継

継

拡

拡

小野福祉工場

小野起生園

小野起生園

小野福祉工場

小野福祉工場

２．地域で支え合う仕組みづくり
⑴ 地域包括ケアシステムへの取り組み

ア　地域で安全・安心に暮らすことができるサービスの提供 在宅障害者への地域生活支援事業の実施

身障対応グループホームの新規開設

相談支援体制の整備

継

新

継

小野起生園

小野起生園

小野起生園

５．経営基盤の安定・強化
⑴ 経営基盤の確立

ア　堅実な経営 小野福祉工場における事業の拡充（再）

施設の老朽化に伴う建て替え、修繕計画
等の策定・実施の推進

新

拡

小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

４．人材育成と働きがいのある施設づくり
⑴ 人材の確保・育成

ア　自律型組織を担う人材の育成 職員研修の推進

資格取得の推進（再掲）

継

継

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

３．医療と福祉の連携による事業推進
⑴ 医療・福祉の連携モデル事業の実施

ア　セラピスト等医療専門職を活用した事業の推進 機能回復訓練・機能維持推進事業、
青野原病院の巡回指導の強化及び
口腔ケアサービスの実施

継 小野起生園

⑵ リハ医療・福祉に関する専門的情報の発信

ア　情報発信機能の強化・充実 事業団広報戦略に基づく広報の推進継 小野起生園・小野福祉工場

⑵ 主な施設の経営目標 入所率の向上と日中活動の利用促進継 小野起生園・小野福祉工場

⑵ 地域に開かれた施設運営

ア　施設機能の地域への提供

イ　災害時における地域防災拠点の構築

地域交流行事の開催

施設運営協議会の開催

地域防災拠点体制の整備

新

継

継

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

⑶ 社会貢献への取り組み

ア　個性と魅力ある施設の実現 個性と魅力ある施設づくり計画の実現拡 小野起生園・小野福祉工場

平成25年度  年間行事予定平成25年度  年間行事予定
４月 ・観桜会

・兵庫県車いす使用者スポーツ大会

5月 ・ハートフルふれあい広場 
・赤穂精華園祭
・兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会（陸上競技） 
・第１生活介護　ガーデンランチ

6月 ・健康講座
・栄養講座

7月 ・第１生活介護　七夕会

8月 ・納涼の夕べ
・小野まつり出店

9月 ・総合防災訓練
・小野市クリーンキャンペーン
・交通安全講習会

10月 ・交流観月会
・第１生活介護ガーデンランチ

11月 ・小野市産業フェスティバル 
・ＯＮＯリンピック
・里山フェスタ
・ハートフルふれあい広場 
・家族会 

12月 ・体験旅行
・年忘れ会
・第１生活介護　クリスマス会

1月 ・正月初詣
・兵庫県身体障害者支援施設合同作品展

2月 ・節分
・安全衛生講習会

3月 ・小野市クリーンキャンペーン
・小野陣屋まつり
・総合防災訓練
・兵庫県障害者芸術文化祭 出展
・玉津どきどきフェスティバル

毎月実施

その他

・外出支援
・新鮮組（販売活動）　など

・フライングディスク大会、
  卓球大会等参加



平成25年度小野起生園・小野福祉工場事業体系表
自律への新たな出発　～　自己改革への道筋

⑶　春  夏  号 平成 25 年 6 月 平成 25 年 6 月 春  夏  号　⑵

１．利用者本位のサービスの提供
⑴ 利用者本位で質の高いサービスの提供

ア　施設機能の充実

イ　利用者の人権と個人の尊厳に配慮したサービスの提供

ウ　利用者にとって安全で安心なサービスの提供

障害児者福祉サービスの充実 

サービス評価事業の実施

資格取得の促進

危機管理指針に基づくリスクマネジメント体制の確立

継

継

継

継

小野起生園

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

⑵ 障害者の自立支援と障害者雇用の推進

ア　障害者の自立支援の推進

イ　障害者雇用の推進

障害者職業能力開発支援事業の実施

就労移行支援事業の充実・強化

職場適応援助者（ジョブコーチ）支援事業の実施

就労継続支援Ｂ型事業の拡充～利用者工賃向上作戦～

小野福祉工場における事業の拡充   

継

継

継

拡

拡

小野福祉工場

小野起生園

小野起生園

小野福祉工場

小野福祉工場

２．地域で支え合う仕組みづくり
⑴ 地域包括ケアシステムへの取り組み

ア　地域で安全・安心に暮らすことができるサービスの提供 在宅障害者への地域生活支援事業の実施

身障対応グループホームの新規開設

相談支援体制の整備

継

新

継

小野起生園

小野起生園

小野起生園

５．経営基盤の安定・強化
⑴ 経営基盤の確立

ア　堅実な経営 小野福祉工場における事業の拡充（再）

施設の老朽化に伴う建て替え、修繕計画
等の策定・実施の推進

新

拡

小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

４．人材育成と働きがいのある施設づくり
⑴ 人材の確保・育成

ア　自律型組織を担う人材の育成 職員研修の推進

資格取得の推進（再掲）

継

継

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

３．医療と福祉の連携による事業推進
⑴ 医療・福祉の連携モデル事業の実施

ア　セラピスト等医療専門職を活用した事業の推進 機能回復訓練・機能維持推進事業、
青野原病院の巡回指導の強化及び
口腔ケアサービスの実施

継 小野起生園

⑵ リハ医療・福祉に関する専門的情報の発信

ア　情報発信機能の強化・充実 事業団広報戦略に基づく広報の推進継 小野起生園・小野福祉工場

⑵ 主な施設の経営目標 入所率の向上と日中活動の利用促進継 小野起生園・小野福祉工場

⑵ 地域に開かれた施設運営

ア　施設機能の地域への提供

イ　災害時における地域防災拠点の構築

地域交流行事の開催

施設運営協議会の開催

地域防災拠点体制の整備

新

継

継

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

小野起生園・小野福祉工場

⑶ 社会貢献への取り組み

ア　個性と魅力ある施設の実現 個性と魅力ある施設づくり計画の実現拡 小野起生園・小野福祉工場

平成25年度  年間行事予定平成25年度  年間行事予定
４月 ・観桜会

・兵庫県車いす使用者スポーツ大会

5月 ・ハートフルふれあい広場 
・赤穂精華園祭
・兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会（陸上競技） 
・第１生活介護　ガーデンランチ

6月 ・健康講座
・栄養講座

7月 ・第１生活介護　七夕会

8月 ・納涼の夕べ
・小野まつり出店

9月 ・総合防災訓練
・小野市クリーンキャンペーン
・交通安全講習会

10月 ・交流観月会
・第１生活介護ガーデンランチ

11月 ・小野市産業フェスティバル 
・ＯＮＯリンピック
・里山フェスタ
・ハートフルふれあい広場 
・家族会 

12月 ・体験旅行
・年忘れ会
・第１生活介護　クリスマス会

1月 ・正月初詣
・兵庫県身体障害者支援施設合同作品展

2月 ・節分
・安全衛生講習会

3月 ・小野市クリーンキャンペーン
・小野陣屋まつり
・総合防災訓練
・兵庫県障害者芸術文化祭 出展
・玉津どきどきフェスティバル

毎月実施

その他

・外出支援
・新鮮組（販売活動）　など

・フライングディスク大会、
  卓球大会等参加
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〒675-1355
小野市新部町１丁通1320 番地

社会福祉法人 兵庫県社会福祉事業団

小野起生園・小野福祉工場

TEL：0794-66-4570 ㈹  FAX：0794-66-6156

平成 25 年 6 月 春  夏  号　⑷

「起工緑丘」とは小野起生園と小野福祉工場が、青野ヶ原台地で力を合わせ希望に向かって飛躍していく事をイメージしています。
タイトルの書は利用者の新井君子さんの作です。

　

平
成
16
年
に
小
野
福
祉
工
場
は
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
、
私

は
副
工
場
長
と
し
て
１
年
目
で
し
た
が
、
今
振
り
返
る
と
事
業
団
生
活

の
中
で
最
も
辛
い
、
厳
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当

時
の
工
場
長
は
野
村
総
研
が
出
し
た
福
祉
工
場
調
査
表
に
基
づ
き
再
建

に
向
け
、
こ
の
ま
ま
で
は
工
場
が
潰
れ
る
と
い
う
危
機
意
識
の
も
と
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
赴
任
し
た
時
は
人
員
整
理
も
済
み
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
い
新
た
な
職
の
開
拓
、
事
業
展
開
と
職
員
は
真
剣

に
現
実
を
見
つ
め
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
思
う
と
懐
か
し
く
も
あ
り

同
時
に
昔
日
の
感
が
有
り
ま
す
。
今
回
工
場
長
と
し
て
赴
任
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
旧
知
の
人
た
ち
も
い
て
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
７
年
間
知
的
障
害
者
支
援
施
設
に
い
る
と
こ
こ
小
野
福
祉
工
場

の
空
気
に
は
や
は
り
違
っ
た
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
起
生
園
も
障
害

者
支
援
施
設
と
言
う
枠
組
み
で
は
同
じ
括
り
に
な
り
ま
す
が
、
身
体
障

害
の
人
が
中
心
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
や
は
り
風
の
趣
が
若
干
違
い
緊

張
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
は
起
生
園
と
言
う
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
生
き
甲
斐
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
施
設
と
、
福
祉

工
場
と
い
う
や
り
甲
斐
の
場
を
提
供
す
る
二
つ
の
異
質
な
施
設
が
同
一

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
Ｂ
型
事
業
所
、

他
に
就
労
移
行
、
生
活
介
護
等
多
く
の
事
業
も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
度
か
ら
は
16
名
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
立
ち
上
が
り
ま
す
。

よ
り
快
適
で
利
便
性
が
あ
り
、
自
宅
に
近
い
環
境
を
整
え
る
と
言
う
こ

と
で
町
中
で
運
営
し
ま
す
。
先
日
の
講
演
で
滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
の

オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
企
業
再
建
者
で
も
あ
る
後
藤
昌
幸
さ
ん
が
、
私
は
サ

ン
ヨ
ー
の
後
藤
清
一
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
仰
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
福
祉
工
場
は
坂
井
兵
庫
県
知
事
、後
藤
三
洋
電
機
副
社
長
、

萬
代
東
明
起
生
の
会
代
表
の
３
巨
頭
の
話
し
合
い
で
設
立
さ
れ
た
、
歴

史
の
あ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
も
の
で
す
。
先
人
の

思
い
を
考
え
る
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
も
し
ま
す
。
時
間
が
過
ぎ
人
・

環
境
が
変
わ
っ
て
も
設
立
時
の
思
い
は
続
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

小
野
起
生
園
長
兼
小
野
福
祉
工
場
長　

軸
原  

博
文

転
入
者
の
ご
紹
介

転
入
者
の
ご
紹
介

新
転
地
で

 

ご
活
躍
く
だ
さ
い

新
転
地
で

 

ご
活
躍
く
だ
さ
い

編
集
後
記

編
集
後
記

写真掲載はご利用者のご了承を得ています

小野起生園
主任（支援員）前田さゆり

初心に戻り、ゼロからの
スタートの気分で頑張り
ます。
よろしくお願いします。

小野起生園
課長補佐（支援員） 谷本　泉

他の職員と協力しながら
皆様の支援をさせて頂こ
うと思っておりますので
宜しくお願い致します。

総務課長 後田　眞吾

起生園・福祉工場になく
てはならない存在になる
ことが目標です。よろし
くお願いします。

　

施
設
運
営
や
利
用
者
の
方
へ
の

支
援
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
3
名

の
方
が
転
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
っ
そ
う
ご
手
腕
を

発
揮
な
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

小
谷  

道
夫

　

小
野
起
生
園
・
小
野
福
祉
工
場

　

園
長
兼
工
場
長

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
体
育
協
会

監
事

大
西  
伯
典

　

小
野
起
生
園
総
務
課
長

兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団

事
務
局
総
務
部

　

次
長
兼
人
事
管
理
課
長

名
倉  

幾
子

　

小
野
起
生
園
支
援
課　

主
査

　

清
水
が
丘
学
園
治
療
課　

主
査

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、

心
待
ち
に
し
て
い
た
春
の
日
射
し
を

喜
ん
で
い
る
と
、
次
の
日
は
冬
の
よ

う
な
寒
さ
の
一
日
。
春
と
冬
を
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
夏
の

日
射
し
が
降
り
注
い
で
き
ま
し
た
。

毎
日
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
い
ま
す

と
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
季
節
は
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
小
野
起
生
園
は
新
し
い

事
業
、
施
設
運
営
に
取
り
組
む
べ
く

職
員
一
同
で
、
一
日
一
日
を
確
実
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
機
関
紙
も
年
に
2
度
の

発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
で

の
利
用
者
の
皆
様
の
様
子
や
施
設
行
事

な
ど
逐
一
の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お問い合わせは、小野福祉工場まで。
℡：0794-66-6561

名刺、広報誌、パンフレット等の印刷を承っております。
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